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毎年 11 月から翌年?月にかけて、現在、愛知県東栄町 11 カ所、同県豊根村?カ所、同県設楽町
?カ所、静岡県浜松市?カ所で行われている（?）。花祭は基本的に、「伊勢系神楽（湯立神楽）」（本
















































































































　中在家の花祭は現在 12 月の第?日曜日に行われている（11）。筆者が実見した平成 21 年（2009）












































































































































































































































































































































































































（?）本田安次 1995『本田安次著作集 日本の傳統藝能 第?巻 神楽Ⅵ』（本田 1995）など。
（?）武井正弘 ｢花祭の世界｣（武井 1977）など。





（?）早川孝太郎は ｢昔から米百俵金百両薪百間と称した｣ と記している（早川 1972：19）。




（11）早川孝太郎は祭日を ｢十二月中期日不整｣ と記している（早川 1971：35）。
（12）以上の前日の諸行事については筆者は未見である。
（13）舞の様相に関しては、筆者の見学及び、武井正弘 ｢愛知県北設楽郡東栄町足込 奥三河の花祭｣（武
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